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木々が美しく色づき、実りの秋を迎える時期となりました。皆様には日頃よりロータリー財団に

温かなご支援、ご浄財をお寄せ頂いていますことに心より敬意と感謝を申し上げます。

さて、11月は「ロータリー財団月間」です。私たちが展開する奉仕活動の要である「ロータリー

財団」の意義を深く再確認する大切な期間となります。

1917年のアトランタ国際大会においてアーチ・クランフ会長が「世界でよいことをする」ため

の基金の設置を提案し、これがロータリー財団の前身となりました。最初の寄付である、カンザ

スシティ・ロータリークラブ（米国）からの26ドル50セントというささやかな平和の種が、今日

では世界中で「持続可能なインパクトを生み出す」大木へと育ち、一人ひとりの寄付は小さくと

も世界を変える力を持っているという事を教えてくれます。その後、1928年のミネアポリス国

際大会では正式に「ロータリー財団」と命名され、管理委員会が創設されました。それから100

年後の節目に当たる2028年の国際大会は再びミネアポリスでの開催が決定しています。

国際ロータリー（RI：Rotary International）と、国際ロータリーのロータリー財団（TRF：

The Rotary Foundation of Rotary International）は「自動車とエンジンである」

と言われます。どれほど立派な車体（国際ロータリー）があり、高い志を持ったドライバー（ロー

タリアン）が乗っていても、力強いエンジン（ロータリー財団）とそれを動かす燃料（寄付金）がな

ければ、目的地に向かって前進することはできません。その為にもPPS・PHSを更に推進して

参りましょう。力強いエンジンがあればこそ、私たちは世界で、そして私たちが暮らす地域社会

の課題解決へと力強く駆け抜けることができるのです。

オラインカ・ハキーム・ババロラRI会長の「自分自身の中に持続可能な変化をどう生み出してい

るのだろうか」という問いを受け、私たちは地区補助金、グローバル補助金、ポリオプラス、

ロータリー平和センターを活用し「地域に変化をもたらす奉仕活動」を通じて感じられる「参加

して良かったと思えるクラブ体験」すなわち「ロータリーモーメント」が一つの答えになるのでは

ないでしょうか。

26ドル50セントから始まったロータリー財団は、世界中のロータリアンの善意によって支え

られ、何百万もの命を救い、平和の種をまいてきました。私たちが今日行う支援や寄付は、世界

のどこかで誰かの未来を確実に照らしています。この「ロータリー財団月間」に、いま一度私た

ちの奉仕の意義を振り返ってみましょう。

（一社）国際ロータリー第2770地区
2026-27年度ガバナー

世界で良いことをしよう
〜Doing Good in the World〜

三枝 和男（大宮東RC）

ガバナーご挨拶



２０２６年９月２５日（金）、大宮ソニックシティ市民ホールで、職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕の

三部門による「奉仕プロジェクト部門合同セミナー」を開催し、約１７０名の皆様にご参加いただ

きました。

第１セッションの講師は、ＲＢ大宮アルディージャ社会連携担当の塚本泰史氏です。プロ３年目

の２０１０年、右大腿骨に骨肉腫が見つかり、人工関節に置き換える手術を受けて、選手として

の道を断たれました。演題は「答えの出ない問い」。対談では闘病の美談にまとめず、職業人と

しての塚本氏に三つの角度から踏み込みました。

一つ目は、プロの条件です。塚本氏は「自分が一番うまいと思ったことは一度もない」と言い

切る一方で、キックの精度だけには絶対の自信があったと語りました。プロとは万能の人では

なく、一点に賭けられる人なのだと思います。

二つ目は、奉仕と利益の矛盾です。経営母体が変わり、地域での活動にも数字での成果が厳

しく求められるようになった。地域との板挟みになることを率直に認めながら、それでも仕事

のいちばんのやりがいは、地域の方の「ありがとう」や笑顔という「形に残らない価値」だと言

います。元プロの看板で扉は開く。しかし「プロ上がりだから仕事ができない」と思われないよ

う、自ら先に動く。看板に頼らず中身で示そうとする姿にも、職業人の矜持を見ました。職業奉

仕とは、この矛盾を理屈で消すことではなく、矛盾の中に立ち続けることではないか。

三つ目は、受け入れるということです。サッカーができなくなったことについて、塚本氏は、自

分では今も引退したつもりはないと語りました。お兄様は弟の病気を機にサッカーを再開し、い

まは埼玉県２部リーグのチームの代表として「弟が帰ってくる場所」を守り続けておられます。

諦めるか、受け入れるか。その二択に、答えを出さない。そして十年後には「病気になった人生

の方が幸せだったと言えるような生き方をしていたい」。過去は変えられなくても、過去の意味

は、これからの生き方で変えられる。答えの出ない問いを抱えたまま、働き続ける力を見せて

いただきました。

第２セッションの職業奉仕部門では、「働く場に、これまでどおりには働けなくなった人がいる。

経営者として、同僚として、どう向き合うか」をテーマに、事故の後遺症で運転ができなくなっ

た営業職員と、知的障害があると分かった若手職員の二つの事例を、法律論ではなく四つのテ

ストを手がかりに話し合いました。配置転換や二人一組で動く工夫、本人の特性を理解したう

えで適性のある仕事を探すこと、作業手順のマニュアル化などの案が出る一方、周りの職員の

負担と納得をめぐって「みんなに公平か」で迷う声が、多くの島から上がりました。記入用紙に

は「一つの事例を小さく捉えず、社内全体で解決を目指すことで、より中立で公平な判断がで

きる」という言葉も残されています。結論は一つに絞らず、分かれた意見のまま各クラブへ持ち

帰っていただきました。アンケートでも「自社にも同様の事例があり、どう対応するかの訓練に

なった」との声をいただいています。塚本氏が自らの身で語った「これまでどおりにはできなく

なる」ことを、今度は雇う側から考える時間となりました。

１１月１５日（日）の地区大会２日目には、大宮レイボックホールで「今こそ仕事の話をしよう〜

第３弾〜」を開催します。会員以外の方もご参加いただけます。ご参加・ご協力いただいた皆様

に、心より御礼申し上げます。

奉仕プロジェクト部門合同セミナー報告

職業奉仕統括委員会委員長

辻本恵太（大宮RC）





9月25日（金）、ソニックシティ市民ホールにおいて、職業奉仕・社会奉仕・国際奉仕の3部門合

同による「奉仕プロジェクト部門セミナー」を開催しました。

第1セッションでは、元Jリーガーの塚本泰史氏をお招きし、「答えの出ない問いを、抱えたま

ま。」と題した講演と、職業奉仕統括委員長の辻本氏との対談を行いました。

塚本氏は、Jリーガーとして活躍する中で骨肉腫を患い、人工関節置換手術を受けられました。

医師から競技の続行は難しいと告げられながらも、サッカーを続けたいという強い思いを胸に、

東京マラソン完走、富士登山、トライアスロン完走、大宮から仙台までの自転車350km、さら

には大宮から佐賀までの自転車1,200km・8日間の挑戦など、数々の困難を乗り越えてこら

れました。

私は塚本氏の講演を今回で3回拝聴しましたが、ご自身が骨肉腫と向き合った当時の映像を見

て涙ぐまれる姿に、今回も胸が熱くなりました。何度聞いても心を揺さぶられるお話であり、困

難な状況にあっても挑戦し続けることの大切さを、改めて教えていただきました。

第2セッションでは、部門ごとに分かれ、社会奉仕委員会では三枝ガバナーが今年度掲げる「地

域に変化をもたらす、持続可能な奉仕活動」をテーマにグループワークを行いました。各グルー

プで活発な意見交換が行われ、地域に根差した奉仕活動のあり方について考える有意義な機

会となりました。

事例の一つとして、毎年献血活動に取り組んでいるクラブから、従来の近隣企業や金融機関へ

の呼び掛けに加え、今年度は地元高校で日本赤十字の方とともに、若い世代に献血の必要性を

伝える講演を予定しているとの報告がありました。

今回のセミナーを通じて、これまでの活動を継続するだけでなく、新たな対象や方法を取り入

れ、地域に変化をもたらす持続可能な奉仕活動へと発展させていくことの重要性を再認識しま

した。今後も各クラブの実践や知恵を共有し、地域社会に貢献できる社会奉仕活動を推進して

まいります。

奉仕プロジェクト部門合同セミナー報告

社会奉仕統括委員会委員長

星 宏和（戸田RC）



９月25日に開催された奉仕プロジェクト部門合同セミナーでは、３奉仕部門合同で、ＲＢ大宮ア

ルディージャの塚本泰史氏による「答えの出ない問い」をテーマとした講演を拝聴しました。

塚本氏は、プロサッカー選手として活躍する中、命に関わる病気と対峙し、選手としての道を

断たれるという大きな試練を経験されました。それでも、サッカーへの思いを持ち続け、現在は

チームの一員として、社会連携を通じて地域や人々に貢献されています。立場が変わっても、

自分にできることを見つけ、前へ進む姿に、多くの学びと感銘を受けました。

特に印象的だったのは、所属チームだけでなく、対戦相手のチームやサポーター、ご家族など、

多くの方々に支えられてきたというお話です。競い合う関係を越えて、一人の人間を思い、励

まし、支える。そのつながりの温かさから、支援とは何か、私たちの奉仕は誰のためにあり、ど

のような力になれるのかを、改めて考える機会となりました。

講演・対談を通じて感じたのは、相手の置かれた状況や思いに目を向けることの大切さです。

困難に直面している方に、すぐに答えを示すことはできなくても、寄り添い、共に考え、関わり

続けることはできます。その姿勢は、国内外を問わず、私たちが奉仕活動に取り組むうえで大

切にすべきものだと感じました。

国際奉仕部門では、地区として実施したフィリピン奉仕プロジェクトの報告と、川口鳩ケ谷

ローターアクトクラブによるウガンダプロジェクトの発表を行いました。フィリピン訪問につい

ては、現地の活動や支援の内容を報告するとともに、当日出席していた訪問参加者にも感想を

述べていただきました。現地の方々との交流や、支援先の皆様の生き生きとした姿に触れた実

感が語られ、資料だけでは伝えきれない活動の意義を共有することができました。また、今回

の経験を次年度以降につなげ、活動をさらに広げていきたいという意向も確認しました。

奉仕プロジェクト部門合同セミナー報告

国際奉仕統括委員会委員長

松本有祐(大宮西RC)



ウガンダプロジェクトは、ローターアクトの若い力を起点に、グローバル補助金の活用も視野

に入れた取り組みです。世代や国境を越えた協力によって、奉仕の可能性が広がることを感じ

る発表となりました。

ウガンダでは貧困や周辺国の紛争を背景に、少年たちが兵士として売られていく問題や、兵

士としての役割を離れた後も、将来の生活を描くための道筋や支援が乏しい状況が紹介されま

した。子どもたちが安心して暮らし、自らの未来を選べるようにするため、栄養面での支援に加

え、文化的な活動や交流を通じた支援の可能性を探る構想です。

まずは現地を訪問し、当事者の声に耳を傾け、生活の実情とニーズを把握する。そのうえで、

必要とされる支援を具体化し、実践につなげていくという、壮大でありながら着実な歩みを目

指すプロジェクトです。グローバル補助金の活用も視野に入れており、ローターアクトの行動力

とロータリーのネットワークを結び付ける取り組みとして、今後の展開への期待が高まりました。

当日は、現地視察の旅費を支援するための募金も行い、計画の第一歩を参加者と共に後押しし

ました。

今回のセミナーで得た学びを生かし、国際奉仕統括委員会として、現地の声とクラブの思い

をつなぎ、継続的で実りある奉仕活動を進めてまいります。



青少年奉仕統括委員長

鳥井 義兼（さいたま欅RC）

2026年9月5日（土）13時より、さいたま市ソニック市民ホールにおいて青少年奉仕部門セミ

ナーを開催し、100名を超える参加を得ました。会場には多くの会員が集い、青少年奉仕に対

する関心の高さと期待の大きさを改めて感じる機会となりました。第1部では、リーゼント刑事

秋山博康様より『犯罪の現場から見た青少年の保護』をテーマにご講演をいただき、犯罪や非

行の現場を踏まえた具体的なお話を通じて、青少年を守るためには家庭・学校・地域・関係団体

が早期に変化を察知し、連携して支えることの重要性を学びました。第2部では、インターアク

ト委員会、RYLA委員会、青少年交換委員会が、それぞれの活動内容、事業の意義、今年度の事

業内容を発表し、各事業が青少年の成長、国際理解、リーダーシップの育成に大きく寄与してい

ることを共有しました。

各クラブ様におかれましては、本セミナーで知って頂いた知識と当部門の各プログラムの有効

活用をご検討頂き、青少年の健全育成と地域社会への貢献に繋げて頂ければ幸いです。

青少年奉仕部門セミナー事業報告



ロータリー財団統括委員長

橋本 洋子（大宮南RC）

2026年9月26日(土)大宮ソニックシティ小ホールにおいてロータリー財団部門セミナーを開催致しました。

小雨のなかではありましたが、100名を超える出席となりました。

ただし定員400名のホールでしたので、会場内はまばらに見えまた会長が欠席するクラブもあり残念に思い

ました。

内容としては、クラブ会長時代の実績はもとよりガバナ―年度でPPS・PHS新規入会者全国1位を成し遂げ

た岡村パストガバナーによるJJJ(ジェニファージョーンズ・ジャパン賞)への挑戦をメインテーマにした講演を

致しました。

ジェニファージョーンズ氏は国際ロータリーの歴史上初となる女性会長(2022-23年度)を務めた人物です。

現在はロータリー財団管理委員長(2026-27年度)務めています。

JJJ(ジェニファージョーンズ・ジャパン賞)は2026年7月1日～2027年6月30日までのご寄付を通して財

団活動を支えその実現に貢献したクラブや個人を称える特別な取り組みです。

ロータリー財団部門セミナー

クラブ賞

寄付総額が、前年度比で30％以上増加し、

年次基金一人当たりの寄付が、

150ドル以上のクラブに賞状を贈呈

会員賞(個人)

一括1万ドル以上の寄付者、

ならびに

遺贈誓約書へ感謝状を贈呈

前年度2770地区では、1万ドル以上の大口寄付をしてくださった方に対して熊木雄太郎直前ガバナーより

感謝状の贈呈を行い、ロータリー財団より最大限の敬意を表しました。

次に平和フェロー・財団奨学生の紹介卓話を行いました。当日参加して下さった平和フェロー・元財団奨学生

カウンセラーは下記の通りです。

第24期平和フェロー

アレクシス・ロメオ 出身国アメリカ カウンセラー 小川 暁(浦和)

ヴァスヴィ・シスシオグル 出身国キプロス カウンセラー 水野 正男(上尾西)

第25期平和フェロー

マリアクララ 出身国ブラジル カウンセラー 福薗 健(川口モーニング)

元財団奨学生 青山 瑠泉 カウンセラー 橋本洋子(大宮南)

卓話を通して財団の寄付がいかに世界と日本の架け橋・そして世界平和に役立っているかを知って頂く良い

機会になったと思います。

講演が終わったあと元財団奨学生の青山瑠泉さんの卓話の動画を公共イメージ向上委員会からお願いされ

るなど反響がありました。残念ながら写真はありますが、動画は撮っていませんでした。次年度のセミナーで

はその点も考慮すべきと思われます。

委員会報告では木戸良樹補助金委員長より全クラブの奉仕活動の詳細・年次基金200ドルの重要性・クラブ

の年次基金達成率の確認方法について報告を行いました。斎藤修弘委員長よりポリオ根絶フォトコンテスト

開催についてと写真の良い例・悪い例の具体的な説明を行いました。

藤村作地区財団委員長のパキスタンでのポリオワクチン接種の活動報告を通してポリオ根絶にかけるロータ

リー財団の思いを知って頂けたと思います。

最後は髙木功介委員のファシリテーターのリードのもと活発な質疑応答を行い、充実したセミナーになった

と思います。

このセミナーの内容をクラブに持ち帰って頂きさらなるロータリー財団への理解を深める事を期待いたしま

す。





米山記念奨学統括委員長

若盛 圭恵（松伏RC）

9月19日（土）、ソニックシティ国際会議室において、米山記念奨学部門セミナーを開催いたし

ました。

当日は、三枝ガバナー、公）ロータリー米山記念奨学会井原副理事長様はじめ、地区役員、クラ

ブ会長、クラブ米山委員長、カウンセラー、米山記念奨学生など、約200名の皆様にご参加い

ただき、盛大に開催することができました。今回のセミナーでは、奨学生の紹介、表彰伝達式を

行うとともに、米山記念奨学事業への理解をより一層深めていただくため、クイズ形式を取り

入れました。参加者の皆様には、米山記念奨学事業について一緒に考えながら学んでいただき、

楽しみながら知識を深める機会となりました。

また、第６代米山親善大使であるガンバト トゥメンバヤル様による基調講演では、米山記念奨

学事業が奨学生一人ひとりの成長や、国境を越えた相互理解、そして学友となり日本と母国と

の架け橋として活躍していることが改めて実感することができました。

米山記念奨学事業は、奨学金による支援にとどまらず、ロータリアンと奨学生との交流を通じ

て、国際親善と世界平和につなげていく大切な事業です。今回のセミナーが、参加された皆様

にとって、本事業への理解と関心をさらに深め、今後の奨学生支援や交流活動につながる機会

となりましたら幸いです。 最後に、本セミナーの開催にあたり、ご参加、ご協力いただきました

皆様に、改めて深く感謝申し上げます。 今後も米山記念奨学事業の理念を大切にしながら、奨

学生一人ひとりとの出会いを大切にし、国際親善の和をさらに広げてまいりたいと存じます。

今後とも、みなさまの温かいご支援とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

米山記念奨学部門セミナー



１０月５日（月）プレステージカントリークラブにおきまして、（一社）国際ロータリー第２７７０地

区大会記念熊本地震復興支援・ポリオ根絶チャリティゴルフコンペが行われました。

当日は262名の会員の参加を頂き、三枝ガバナーがお出迎えする中早い組で午前7時にス

タート、朝方雨にみまわれましたが午前９時ごろには雨は上がり、心地良い秋の気候の中、参加

された会員皆さんプレーを楽しんで頂きました。

表彰会場では軽食を楽しみながら自分の成績に一喜一憂する姿があちこちで見られ、三枝ガ

バナーと記念撮影を楽しむ会員もいらっしゃいました。設営の都合で前半９コースの成績での

表彰でしたが、豪華な賞品とステキな参加賞にはご満足頂けたと思います。

今回ホストクラブとして設営や対応の部分で至らぬところが多々あったと思われますが、ご参

加頂いた各クラブ会員の皆様はじめ、三枝ガバナー、設営にご協力いただいた大宮東ロータ

リークラブ会員の皆様には改めて御礼を申し上げます。また会員皆様から頂いた多くの浄財は

熊本地震復興支援・ポリオ根絶募金として各関係機関を通じて寄付させて頂きます。

地区大会記念チャリティゴルフコンペ

（一社）国際ロータリー第２７７０地区大会記念

熊本地震復興支援・ポリオ根絶チャリティゴルフコンペ



3年連続開催！中学生1,242名に献血の大切さを伝える

川口/鳩ヶ谷武南ロータリークラブでは、将来の献血を担う若い世代に、献血の大切さや命を支え合
う意義を伝える「献血啓蒙セミナー」を3年連続で実施しています。

今年度も8月27日、9月24日に中学校で開催しました。

武南RACをはじめ、他クラブや埼玉県赤十字血液センターの協力を得ながら、これまで延べ9校、9
回、1,242名の中学3年生を対象に開催してきました。

参加生徒全員からアンケートを回収し、高い評価をいただいています。「献血に行きたい」「家族にも
伝えたい」など、嬉しい声も寄せられています。

また、継続的な献血推進活動が評価され、埼玉県赤十字血液センターから感謝状をいただきました。

今年度はさらに2027年2月・3月に計3回の開催を予定しています。

今後も当クラブの継続的な奉仕活動として取り組んでまいります。

この活動は費用がほとんどかからず、他クラブとの合同奉仕事業としても実施できます。開催を希
望されるクラブがございましたら、ぜひお気軽に当クラブまでご連絡ください。

クラブ活動報告 川口/鳩ヶ谷武南ロータリークラブ



ガバナー公式訪問

9月1日 さいたまシティロータリークラブ

去る9月１日三枝和男ガバナー公式訪問が行われ、瀧沢努第2グループガバナー補佐、横山雄二地区
幹事の皆様をお迎えして、午前１１時より懇談会が始まりました。

木川会長より当クラブの特徴・現状報告を話され、内容についての話しあいがあり、各委員会事業、
会員増強などの幅広い課題と方向性を共有することができました。

例会では、ガバナー公式訪問で初めて会員の誕生日祝がおこなわれました。

クラブ協議会では、各委員会が活動の取り組みを報告し、和やかな雰囲気のなかで、自由闊達な意
見交換をすることができ、大変有意義な時間でした。今年度の活動に活かして参ります。

三枝ガバナー始め皆様お疲れ様でした。

会長方針のもと、歴史と伝統ある格式高さとユーモア溢れる笑顔が
共存する素晴らしい例会に深く感銘を受けました。
地域のニーズを捉えた地域密着型の奉仕や継続事業は、ロータリー
の公共イメージ向上に大きく貢献されています。多彩な会員の英知
を結集した魅力的な卓話プログラムの企画力にも深く感服いたしま
した。さらに、近年増えられた女性会員の皆様が吹き込む新しい風
により、クラブ全体がより一層の活気に満ちあふれている姿は大変
頼もしく感じられます。
貴クラブの温かくも力強い情熱に接し、今後の更なるご発展を確信
いたしました。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

9月2日 浦和北ロータリークラブ

さる、９月2日（火）に三枝ガバナーの公式訪問が行われました。当日は当クラブの会長、幹事、会長
エレクトの３名と、三枝ガバナーはじめ地区副幹事の大濱様、第２グループガバナー補佐の瀧沢様に
よる例会前の懇談会を約１時間にわたり行われ、クラブの現状と今後の目標、本年度６５周年を迎え
るにあたっての奉仕活動の取り組み予定などについて共有させて頂きました。

三枝ガバナーからは、クラブ会員の増強維持について、クラブ活性化の取り組みについて、また、本
年度取り組み予定の奉仕活動の内容に対し、多くのアドバイスを頂きました。

例会開始２０分前に会場にご入場頂き、参加者全員で集合写真を撮りました。三枝ガバナーの卓話
で、RI会長のお言葉、地区の方針について分かりやすくご説明頂き、我々の本年度の事業との擦り
合わせもでき、自信を持って取り組んでいけるとクラブ一同背中を押された思いです。ベテラン会
員と比較的ロータリー歴の浅い会員の皆が共に生き生きと活躍されている姿が大変印象的とのお
言葉も頂き、普段からの当クラブの雰囲気が伝わったと嬉しく思います。

「伝統を誇りに、夢をパワーに」のクラブターゲットのもと、ベテランと若手が共
に活気ある姿が大変印象的でした。副幹事の見事な進行による例会は、厳かな
格式と明るい楽しさが共存し、クラブの強い一体感を感じました。
「65-65」を掲げた写真豊富な入会冊子やチーム対抗の増強コンテストなど、
ユニークで実践的な取り組みにも深く感銘を受けました。皆様の情熱をもって
すれば、創立65周年に向けた「会員65名」の目標達成も確信しております。環
境保全と子どもたちへの奉仕を融合させた素晴らしい事業も含め、貴クラブの
更なるご発展を心より祈念いたします。

三枝ガバナー公式訪問の感想

例会終了後は協議会を開催し、各委員長から年度方
針について発表し、各委員会の取り組みについてご
講評も頂き、「特に地域社会を巻き込みながら環境
保全と子どもたちへの奉仕を融合させた素晴らしい
社会奉仕事業を展開されていることにも、心より感
服いたしました。」とお話頂き、理事役員メンバーの
モチベーションも上げて頂きました。創立65周年に
向けた「会員数65名」という目標も必ずや達成して
いきたいと誓うところでございます。

この度の公式訪問を通じてクラブ会員で共有した
思いを、今年度の奉仕事業の取り組みとクラブ活性
化につなげてまいりたいと思います。



ガバナー公式訪問

2026年9月3日、当クラブ例会場 吉川福寿家に於いて、三枝和男ガバナー、横田勝美地区副幹事、篠

田昌伸ガバナー補佐お迎えし公式訪問を開催いたしました。例会前の懇談では、年度初めに提出した「ク

ラブの特徴」に則って、当クラブが抱えている課題（会員増強、維持）について意見交換をいたしました。

三枝ガバナーと村井会長は2012-13年度同期会長の間柄であるため、率直な質問、相談ができました。

クラブ協議会出席会員１３名。入会４年未満の会員５名の意見を中心に何故ロータリークラブに入会した

か、ロータリークラブという団体、所属クラブには魅力を感じるか、今後の会員増強について等、今感じて

いることを発表してもらい、その内容に基づいたご指導を三枝ガバナー、篠田ガバナー補佐から頂きまし

た。

当クラブは今年度１０周年を迎えております。クラブ発足時の会員数２０名を目指し、三枝ガバナーから頂

いたアドバイスを実行し会員増強に努めたいと思います。

9月3日 吉川中央ロータリークラブ

「クラブ創立の原点に」という強い理念のもと、社会奉仕活動の充実と地域社
会に向き合う真摯な姿勢に深く感銘を受けました。
創立当初の20名達成を目指し活発に議論される情熱や、月1回の夜間例会に
よる親睦の工夫も大変素晴らしく拝見いたしました。入会歴の浅い委員長が先
頭に立ち、地域の農業者や子どもたちと汗を流す実践的な奉仕活動は、クラブ
の明るい未来を象徴しております。ジャズナイト等の魅力的な取り組みを通じ、
地域における認知度がさらに高まることを大いに期待しております。
皆様の情熱溢れる活動と貴クラブの更なるご発展を心より祈念いたします。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

9月8日 鴻巣ロータリークラブ

三枝和男ガバナーの穏やかで親しみやすいお人柄もあり、懇談会からクラブ協議会まで終始和やかな雰
囲気で進みました。例会では新会員へのバッジ贈呈も行われ、新たな仲間を皆で温かく迎えました。クラ
ブ協議会には委員長以外の会員も参加し、それぞれがロータリーへの思いを率直に語り、ガバナーから丁
寧なアドバイスをいただきました。会員増強についても多くのヒントをいただき、鴻巣ロータリーらしい温
かさの中で、今後につながる有意義な時間となりました。

貴クラブが掲げる戦略計画「60周年に向けて、クラブの未来を育てよう！」の
もと、皆様が一致団結して歩まれる姿に深く感銘を受けました。本日は篠﨑様
の入会式という喜ばしい瞬間に立ち会えたことも大きな喜びです。
長年の献血活動や小学生への日傘寄贈など、地域に寄り添う奉仕事業はもち
ろん、鴻巣高校インターアクトクラブと連携したポリオ根絶募金は、青少年とと
もに推進する見事な実践だと実感いたしました。米山奨学や青少年交換など
の実りある体験から生まれる「ロータリーモーメント」の継承こそが、貴クラブ
の強い絆の源泉です。
創立60周年に向け、5大奉仕を通じてさらに多くの笑顔が生まれますことを
祈念いたします。

三枝ガバナー公式訪問の感想



2026-2027年度の地区運営方針である「1. 会員増強とクラブ体験の向上」「2. 地域に変化をもたらす奉仕活
動」に基づき、当クラブの戦略計画を立案いたしました。地区方針自体が『選択と集中』という明確なものであっ
たため、戦略計画から各委員会の活動計画への落とし込みも大変スムーズに進みました。ガバナー公式訪問当
日、懇談会では、かねてよりの課題であった会員増強について有意義な助言をいただき、深みのある意見交換
を行うことができました。また、クラブ協議会における各委員長の発表に対し、三枝ガバナーよりいただきまし
たご講評は、今後の活動計画をブラッシュアップするうえで大変貴重な指針となりました。いただいたご指導
を糧に、計画のさらなる洗練とより一層充実した奉仕活動の実行に向け、実り多き年度となるよう取り組んで
まいります。

ガバナー公式訪問

9月10日 さいたま中央ロータリークラブ

貴クラブが掲げる「持続的な活動の展開」のもと、工夫に満ちた組織運営と奉仕事業に
取り組まれる姿に深く感銘を受けました。
「入会候補者ノート」を活用した会員増強への積極姿勢や、委員会タイム等で一人ひとり
に明確な役割を設ける取り組みは誠に見事です。米山奨学生のイルハム君が受付を担
う温かい包摂性や、夜間・オープン例会などエンゲージメントを高める工夫にも感銘を
受けました。
中学校サッカー大会や与野公園清掃のほか、独自の中学生職場体験、淑徳与野高校
IACとのポリオ募金など、青少年育成と奉仕を融合させた実践に心より敬意を表しま
す。
小澤会長のリーダーシップのもと、貴クラブが更なる発展を遂げられますことを祈念い
たします。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

9月14日 大宮シティロータリークラブ

貴クラブが掲げる「仁愛のチカラで 仲間とともに奉仕を紡ぐ」のテーマのもと、
会員の皆様が一致団結して活動される姿に深く感銘を受けました。名取会長
の強いリーダーシップと温かい魅力により、今年度2名の再入会者を迎えられ
たことも誠におめでたく存じます。
令和8年熊本地震における迅速な独自募金や地区へのご貢献に敬意を表すと
共に、「パラミュージアム大宮」など青少年の心に残る質の高い体験型奉仕の
実践にも心より感服いたしました。まさに会員皆様がロータリーモーメントを
共有されている素晴らしいクラブです。
次年度の創立30周年に向け、貴クラブが更なる発展を遂げられますよう祈念
いたします。

三枝ガバナー公式訪問の感想

9月14日（月）、三枝和男ガバナー、江本尚浩ガバナー補佐、
大石秀成地区副幹事をお迎えし、パレスホテル大宮にて公式訪問例会を
開催しました。
懇談会では、クラブの現状や活動について熱心に対話いただき、温かい評価を頂戴しました。
協議会では、各委員会方針が会長方針に則った素晴らしい内容との講評をいただきました。
例会では、オラインカRI会長のメッセージと三枝ガバナーの地区方針に深く感銘を受け、その想いを
理解する貴重な機会となりました。
会食でも親睦を深めることができ、心に残る公式訪問となりました。
心より感謝申し上げます。



ガバナー公式訪問

9月15日 草加松原ロータリークラブ

貴クラブが掲げるテーマ「歴史に学び、未来を創るクラブ」のもと、会員相互の
強い信頼と熱い親睦によって深く結ばれた素晴らしいクラブ風土を肌で感じ、
大変感銘いたしました。
青少年の健全育成を目指したスポーツ振興や語学支援、地域のニーズに寄り
添った社会的弱者支援といった地域奉仕をはじめ、フィリピンでの浄水器設置
事業やポリオ根絶募金などの国際奉仕も精力的に展開されています。さらに、
獨協大学ローターアクトクラブへの伴走支援や米山記念奨学生の受け入れなど、
次世代育成にも大きな情熱を注がれています。
今年度創立15周年の節目を迎えられる草加松原ロータリークラブの更なるご
発展と、森会長はじめ会員の皆様のご健勝とご多幸を心より祈念申し上げます。

三枝ガバナー公式訪問の感想

9月15日、当クラブにおきまして第2770地区ガバナー三枝和男様をお迎えし、ガバナー公式訪問が

執り行われました。

会長・幹事懇談会から例会に至るまで、ガバナーからは今年度のロータリー方針についてご指導いた

だきましたうえで、当クラブの地域における奉仕活動について、大変深いご理解と配慮を賜りました。

特に印象深かったのは、ニーズに答えるという視点でした。変化する社会に柔軟に対応しながら地域

と会員相互のニーズに寄り添うことの大切さを再認識させられました。ガバナーの卓話には会員一同、

大変勇気づけられました。

今回の公式訪問を通じていただいた数々のご示唆を今後のクラブ活動にしっかりと活かし、会員同

士の親睦をさらに深めながら、より一層の奉仕活動に取り組んでまいりたいと思います。三枝ガバ

ナーをはじめ、ご同行いただきました地区役員の皆様に心より感謝申し上げます。誠にありがとうご

ざいました。



ガバナー公式訪問

9月16日 浦和ダイヤモンドロータリークラブ

令和8年9月16日、11:00より11:50まで、伊勢丹浦和店７階「つきじ植むら」において、三枝ガバナー、
山内ガバナー補佐、当クラブ植野会長、吉野幹事、高澤会長エレクトが参加してクラブ現状報告等が行わ
れた。その後、昼食をはさみ、12:30より真中地区副幹事、鯨井地区副幹事にも加わっていただき、例会、
クラブ協議会が15時まで行われた。例会ではガバナーより今年度の国際ロータリーの方針説明、協議会
では当クラブメンバー全員が加わり、増強そして奉仕について活発な意見が交わされた。

例会全体が明るく楽しい空気に包まれ、皆様がロータリーの集いを心から楽し
む姿が印象的でした。ターゲット「つながりを深め、持続可能なインパクトを生
み出そう」のもと、国内外の子どもたちへ焦点を当てた奉仕活動を強力に推
進されていることに深く敬意を表します。
モンゴルの児童養護施設、障害をもつ子どもたち、そして「ひなとまキッチン」
への支援と、時代のニーズを捉えた事業をクラブ一丸で行う姿に、深いつなが
りと絆を実感いたしました。奉仕と親睦のバランスが素晴らしく、魅力的な活
動の発信を通じた公共イメージ向上と会員増強が大きく期待されます。
浦和ダイヤモンドロータリークラブの益々のご発展と、植野会長はじめ皆様の
ご健勝とご多幸を祈念申し上げます。

三枝ガバナー公式訪問の感想



9月17日木曜日、三枝和男ガバナー、坂寄栄司第6グループガバナー補佐をお迎えし、春日部市民文化会館にて公式
訪問例会を開催いたしました。

例会前の懇談会では、会長、副会長、幹事が出席し、クラブの現況についてご指導をいただくとともに、多くの学びを
得る貴重な時間となりました。

例会では、RI会長メッセージならびに地区活動方針について、三枝ガバナーより思いのこもった卓話をいただきまし
た。

また、クラブ協議会では、各委員長による年度計画方針の発表に対し、会員からも活発な意見や発言が交わされまし
た。それに対して三枝ガバナーから、的確で大変わかりやすいご指導とご助言を長時間にわたり賜り、大変参考にな
りました。

最後に、坂寄第6グループガバナー補佐より総評をいただき、春日部西ロータリークラブの今後の発展につながる、大
変有意義な一日となりましたことに深く感謝申し上げます。

ガバナー公式訪問

9月17日 春日部西ロータリークラブ

貴クラブが掲げる「45周年に向けて繋ぐ」のもと、創立45周年や第2000回
例会という節目に向け活気あふれる運営を展開され、早くも新会員を迎えら
れたことに深く敬意を表します。
「青少年応援基金」を通じたひとり親世帯支援では、親子の感動体験を創出す
るとともに、会員同士がロータリーモーメントを共有できる素晴らしい奉仕を
実践されています。インターアクトクラブへの伴走支援や青少年交換事業への
温かいご支援にも心より感謝申し上げます。
また、令和8年熊本地震に際し姉妹クラブの桃園百齢RCから寄せられた支援
金は、長年培われた固い友情と信頼の証であり大変感銘を受けました。山田会
長をはじめとする春日部西ロータリークラブの皆様の更なる飛躍とご発展を
祈念いたします。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

9月24日 北本ロータリークラブ

9月24日(木)、三枝和男ガバナー、新井清太地区副幹事、久保田勲ガバナー補佐、樋口雅之ガバナー補
佐幹事をお迎えし、ガバナー公式訪問を開催いたしました。夕方の懇談会から例会での卓話、クラブ協議
会まで、ガバナーのお人柄もあって終始和やかな一日となりました。

懇談会では、定款・細則について一つひとつ丁寧にご指導をいただきました。あわせて北本ロータリーク
ラブの将来についてもお話しする時間をいただき、クラブの現状と課題を整理するよい機会となりまし
た。

例会の卓話では、国際協議会のご報告やロータリーの基本知識を分かりやすくお話しいただきました。楽
しく聴かせていただく一方で、自分たちがまだ学ぶべきことの多さにも気づかされました。

続くクラブ協議会では、各委員会の方針に耳を傾けたうえで的確なご助言をいただきました。なかでも
「少人数のクラブでもできることがある」というお言葉は、会員一同にとって大きな励みとなりました。

今回いただいたご指導を糧に、北本RCらしさを生かし、地域のニーズをしっかりと捉えた奉仕活動に取
り組んでまいります。心のこもったご指導を賜り、誠にありがとうございました。

栗原直樹様のご入会、心よりお祝い申し上げます。「Seamless」「Action」
「Melt」のターゲットのもと、クラブ会員が全員参加で活発に行動される姿と、
５年前の米山奨学生のヘイ・カトウ様が学友として今も集う温かな風土に深く
感銘を受けました。
20年以上続く「青春メッセージ」事業や「福祉まつり」事業は、クラブに関わる
全ての若者や地域全体を巻き込み、感動を与える素晴らしい取り組みとして定
評があります。「知っていただくこと」を軸に、誰もが「参加して良かった」と思
えるクラブ体験を通じた更なる新会員獲得と発展を期待しております。
創立50周年の節目を迎えられる貴クラブの益々のご活躍と、会員皆様のご健
勝を祈念いたします。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

9月28日 大宮西ロータリークラブ

2026年9月28日(月) パレスホテル大宮にて、国際ロータリー第2770地区ガバナー三枝和男様をお
迎えし、ガバナー公式訪問を開催いたしました。

会長幹事懇談会では、クラブ運営の現状や課題について丁寧なご助言を賜りました。

続く例会では「RI会長メッセージと地区運営」をテーマに卓話をいただき、MISSION、PASSION、
ACTIONのもと、地区数値目標の達成に向けた力強い思いを拝聴しました。

その後のクラブ協議会では、各担当理事・委員長が方針と計画を発表し、温かく的確なご指導をいただき
ました。

大変有意義で、今後のクラブ活動につながる貴重な機会となりました。

三枝和男ガバナーをはじめ、ご同行いただいた瀬田雄一ガバナー補佐、河本博地区副幹事に心より御礼
申し上げます。誠にありがとうございました。

「大宮西ロータリークラブで出会えて良かった」というテーマ通りの温かい雰囲
気を実感いたしました。米山奨学生が毎例会に笑顔で参加されるお姿は、貴ク
ラブの居心地の良さの証であり、貴重な体験の場となっていると感じます。 児
童養護施設への自転車寄贈や、手話全国大会で優勝された特別支援学校への
温かいご支援など、地域に根ざした奉仕事業には大変感銘を受けました。さら
に共生フェスタでのロータリーファミリーの一丸となった取り組みは、まさに奉
仕事業の模範でございます。会員数100名を超えるスケールメリットを活かし
た各種寄付への多大な貢献にも深く敬意を表します。 次年度の創立65周年
に向け、榎本会長をはじめ皆様のご健勝と今後の益々のご発展を心より祈念
申し上げます。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

9月29日 さいたま欅ロータリークラブ

さいたま欅ロータリークラブでは、7月14日に西ヶ谷会長年度の初例会を開き、新たなスタートを切りま
した。7月21日にはデンマークへ留学する平岡誠君の激励会を温かく執り行い、7月27日には大宮の
「紀ノ川」（串揚げ専門店）から「トレビアン」（ショーパブ）へと会場を移して納涼例会を開催し、会員同士の
親睦を一気に深めました。8月に入り、4日のオープン例会（会員増強維持部門）では6名のお客様をお迎
えしてクラブ活動を紹介し、その後10月には2名の入会が決定。18日にはさいたま市児童養護施設「カ
ルテット」にて、「いつも見守っているよ！」の合い言葉とともに子どもたちへ花火とレクリエーションを届
け、心温まる社会奉仕活動（地区補助金を活用）を行いました。続く25日には、当クラブで1年間お預かり
する青少年交換学生、ケンドラ・ホルムさん（デンマーク）の歓迎会を盛大に開催いたしました。9月29日
にはガバナー公式訪問を迎え、三枝ガバナーより温かい激励をいただき、年度の第1四半期（最初の3か
月）を充実のうちに駆け抜けたところです。

さいたま欅RCは9月29日、三枝和男ガバナー・江本尚浩AGをお迎えし公式訪問を開催。例会卓話では
地区方針「MPA」とクラブ体験向上の重要性が共有された。クラブ協議会では、物理事務所解約とデジタ
ル化による年間約70万円の費用最適化、および現場奉仕（ベトナム米支援・カルテット花火等）や例会へ
の直接再投資の構造改革をプレゼン。ガバナーから温かい講評と課題を賜り、持続可能な発展へ意気を
新たにする有意義な一日となった。

西ヶ谷会長をはじめ会員皆様の「いい汗、いい奉仕。最高の仲間と乾杯！」の
方針のもとでの熱い情熱に触れ、クラブが一丸となり進む大きなベクトルを強
く確信いたしました。
例会では、米山奨学生のフェン様や青少年交換学生のケンドラ様が温かな雰
囲気のもと伸び伸びと参加される姿が印象的でした。またオープン例会の成
果による若い会員の着実な増強も頼もしく、今後の展開が非常に楽しみです。
さらに、継続的な震災復興支援に加え、児童養護施設の子どもたちへのテーブ
ルマナー教室や芋掘りなど、心に残る体験型支援は持続可能なインパクトを生
む素晴らしい取り組みと深く感銘を受けました。
創立25周年という節目の年に向け、貴クラブの更なる一致結束とご発展を心
よりお祈り申し上げます。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ガバナー公式訪問

9月30日 春日部南ロータリークラブ

令和８年９月３０日（水曜日）三枝ガバナー、坂寄ガバナー補佐、京野地区副幹事、大渕ガバナー補佐幹事
をお迎えし公式訪問を開催いたしました。

例会に先立ち、黒岩幹事と加治木会長エレクトも参加し懇談会に、，当クラブの活動内容、現況説明を行
い率直な意見交換をさせて頂きました。新入会員の定着、退会防止への重要な取り組みは「クラブ体験の
向上」である事をご説明頂き、声掛け、会員全体の親睦の大きさを改めて認識致しました。

例会においては、三枝ガバナーより新入会員の上原美和会員、酒井陽平会員、紹介者中川会員に特製
記念バッチを贈って頂き今後のロータリー活動の励みになったかと思います。

続くクラブ協議会では、各部門委員長が年度計画書にそって発表し、三枝ガバナーより当クラブの現況
を理解頂き、具体的なアドバイスの回答及び講評を頂きました。今後のクラブ活動に活かしていきたいと
思います。

ご多忙の中ご訪問いただきました三枝ガバナー、坂寄ガバナー補佐、京野地区副幹事、大渕ガバナー補
佐幹事、長時間にわたりご臨席を賜り会員一同感謝申し上げます。

吉成会長が掲げる「つながりを深め、未来へつなぐ奉仕」というテーマのもと、
地域に深く根ざした温かく熱量あふれる活動の数々に心より敬意を表します。
高校野球大会の主催やポリオ根絶募金、河川清掃といった幅広い地域貢献に
加え、音楽を生かした子ども支援など独自の個性溢れる取り組みも大変魅力
的です。とりわけ、バイクや音楽、グルメが集結する「ライダーズチャリティーイ
ベント」は、地域全体を巻き込む大きなうねりを生み出しておられます。さらに
メイチャンRCとの絆やフィリピン支援など、国際奉仕でも着実な成果をあげら
れています。
お二人の新会員をお迎えし、活気に満ちた貴クラブが、次年度の創立35周年
に向けて更なるご発展を遂げられますことを心より祈念申し上げます。

三枝ガバナー公式訪問の感想



ロータリー財団（9月集計分）

浅水尚伸
（越谷南）

赤松則宏
（越谷南）

小林健男
（蓮田）

佐藤陽二
（越谷南）

田中由佳
（越谷南）

粟屋裕二
（越谷東）

井上久雄
（さいたま欅）

田中栄三
（浦和）

メジャードナー
（レベル1）

マルチプル(4) マルチプル(3) マルチプル(2) マルチプル(1) ベネファクター ベネファクター

ベネファクター

米山奨学会（9月集計分）

波多野勝治
（蓮田）

佐藤誠
（大宮南）

黒臼秀之
（大宮南）

富田穰
（蓮田）

野本悦子
（大宮南）

佐藤進
（川口）

大沢守輝
（大宮南）

小倉克徳
（川口）

岩田尚明
（大宮）

吉村祐起子
（大宮南）

米山功労者
メジャードナー（15）

米山功労者
メジャードナー（11）

米山功労者
メジャードナー（10）

米山功労者
マルチプル（4）

米山功労者
マルチプル（４）

米山功労者
マルチプル（3）

小平啓介
（大宮南）

米山功労者
マルチプル（５）

米山功労者
マルチプル（９）

仲川聡
（川口）

米山功労者
マルチプル（５）

米山功労者
マルチプル（3）

米山功労者
マルチプル（3）

米山功労者
マルチプル（1）

江本尚浩
（大宮）

米山功労者
マルチプル（5）

寺門孝彦
（春日部）

米山功労者
メジャードナー（14）



ロータリー新会員（9月集計分）

野澤茂雄
（戸田西）

2026/7/2入会
(有)ゆうきコミュニケー

ション
コンピュータ

奥隅江里子
（大宮南）

2026/7/8入会
株式会社MITO

写真スタジオ、不動産管理

植村 貴昭
（大宮南）

2026/7/8入会
弁理士行政書士登録支援機関

植村総合事務所
弁理士、行政書士

大塚晴美
（大宮南）

2026/7/8入会
喜永産業株式会社
不動産管理

塚本健一
（大宮南）

2026/7/8入会
株式会社しあわせハウジング

不動産業

渡邉 仁
（大宮南）

2026/7/8入会
弁護士法人つかさ総合法律事務所

弁護士

矢部稚枝子
（川口モーニング）

2026/8/1入会
東京国際学園外語専門学校

講師

渡邉豪
（川口むさし野）

2026/8/5入会
株式会社八廣園
造園土木業

松井美保
（川口むさし野）

2026/8/5入会
株式会社LUNABLU
小売・サービス業

塚本彩華
（川口北）

2026/8/27入会
株式会社ファルコンサーチ

人材紹介業

岡田浩子
（川口北）

2026/8/27入会
BAR 咲くら, 奏

飲食業

長谷川徹
（川口北）

2026/8/27入会
有限会社 日の丸
防災設備業

笠井健太
（さいたま欅）

2026/9/1入会
株式会社アークウェイ

ホーム
不動産取引業

野口芙実子
（鴻巣イブニング）

2026/9/1入会
株式会社NOSTERRACE

福祉

篠田正浩
（浦和北）

2026/9/2入会
株式会社武蔵野銀行

北浦和支店
金融 銀行業

近藤瞬
（三郷）

2026/9/8入会
めぐり整体 スマイルプラス

整体業

増田泰彦
（三郷）

2026/9/8入会
株式会社増辰海苔店
海苔販売

田中公太
（大宮）

2026/9/9入会
株式会社セレモニー
大宮ホール
冠婚葬祭業

松谷英樹
（大宮シティ）
2026/9/28入会

(有)松谷重機
クレーンリース業







2026-27年度9月 ロータリー財団寄付額集計表



2026-27年度9月 米山記念奨学金 寄付額集計表



2026-27年度9月 出席率



2025～26年9月 会員数報告
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